
  

 

 

 

「目的、場面、状況を設

定すること」が 

キーワードになります。 
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  今月のキーワード  「思考・判断・表現」 評価基準（ルーブリック） 

 

１１月１９日（金）、国立教育政策研究所の清水友晶学力調査官を迎えて、小・中学校英語研修を開催

しました。研修では、「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点別評価について、演習を交えて講話

をいただきました。コロナ禍もあり、各学校１名の参加とさせていただいたことから、研修内容について

校内での共有をよろしくお願いします。今回は、研修内容から何点か抜粋して紹介します。 

「思考・判断・表現」を評価するためのひと工夫 

小学校で扱う問題や中学校の定期テスト問題を使い、「知識・技能」から「思考・判断・表現」を問う

問題にするための視点について考えました。以下、具体例（参考）をお示しします。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                 

これは「知識・技能」を問う問題になります。

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知識・技能」と「思考・判断・表現」

の比重を工夫することも考えられます。 

評価基準は、子どもの具体の姿を

もとに先生方で十分に話し合い、

修正を加えていってください。 

例１ a/b/cの基準を、発話量だけの判断基準にならないように気を付けましょう。 

下の例文のように、パフォーマンステストを実施した際、Aさんと Bさんはほぼ同じ内容のことを話してい

ますが、英文の量だけで判断すると Bさんはｂ評価になってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例２ 英作文の評価の仕方についても観点と比重を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指導者が意図的に思考・判断・表現する場面や目的を設定した言語活動を行っていかなければならないことを実感した。 

・パフォーマンステストを実施する際に、質と量から検討していくことを校内でも再検討していきたい。 

・出題の仕方や子どもへの提示の仕方を変えるだけで、思考・判断・表現を意識した指導ができそうだと思った。 

                            文責 学校教育課 稲葉亜希恵 

評価基準（ルーブリック）の設定と活用 

 

例えば、同じ４点でも、内訳は 

「知識・技能」２点＋「思考・判断・表現」２点 

「知識・技能」１点＋「思考・判断・表現」３点 

「思考・判断・表現」４点    と３通りできます。 

 

 

これらの基準を、子どもたちとも共有しておきましょ

う。「目標や見通しを持たせ、実践し、自己を振り返る」

を繰り返し、自己調整力を育てていきましょう。 

 

先生方の振り返りから抜粋 


